
桑名市五反田事案 支障除去対策事業

支障除去対策の現状

平成31年2月
廃棄物適正処理プロジェクトチーム

資料２
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１）目標及び判断指標：

２）具体的な判断指標

遮水壁外 ：環境基準値（0.05mg/l）以下 ※実施計画上の指標

各井戸ごとに判断

遮水壁内 ：管理値として排水基準値（0.5mg/l）以下 ※効果検証委員会で了承(H29.1月)

各井戸の濃度を加重平均し判断

１．揚水浄化対策

＜目標と判断指標＞

調査結果の濃度レベルが3回連続で環境基準以下であり、
かつ上昇傾向でない場合に達成されていると評価

2



遮水壁外：第二帯水層及び

第三帯水層の地下水環境基準超過範囲

遮水壁内：撤去エリアの下部帯水層

残置エリアの廃棄物層・上部帯水層

及び下部帯水層

現場概略図及び帯水層区分

＜浄化対象エリア＞

１．揚水浄化対策
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H28年9月

1,4-ジオキサン濃度コンター図

（遮水壁外第2帯水層）

H30年12月

２．濃度推移

0.05～0.1mg/L    ： 537 ㎡
0.1～0.5mg/L   ： 465 ㎡
＞0.5mg/L ： 194 ㎡
北エリア総面積 ：1,195 ㎡

0.05～0.1mg/L    ： 600 ㎡
0.1～0.5mg/L ： 174 ㎡
＞0.5mg/L ： - ㎡
北エリア総面積 ： 774 ㎡

※面積は縮小傾向

コンター図作成 対象井戸
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２．濃度推移 ※グラフ内の赤線：環境基準（0.05mg/L）
※×印は廃止井戸

0

1

2

H
22
.1

H
23
.1

H
24
.1

H
25
.1

H
26
.1

H
27
.1

H
28
.1

H
29
.1

H
30
.1

H
31
.1

21-8-2

0

5

10

H
22
.1

H
23
.1

H
24
.1

H
25
.1

H
26
.1

H
27
.1

H
28
.1

H
29
.1

H
30
.1

H
31
.1

24-1-2

0

1

2

H
22
.1

H
23
.1

H
24
.1

H
25
.1

H
26
.1

H
27
.1

H
28
.1

H
29
.1

H
30
.1

H
31
.1

ウ-2

0

5

10

H
22
.1

H
23
.1

H
24
.1

H
25
.1

H
26
.1

H
27
.1

H
28
.1

H
29
.1

H
30
.1

H
31
.1

22-17-2

0

1

2

H
22
.1

H
23
.1

H
24
.1

H
25
.1

H
26
.1

H
27
.1

H
28
.1

H
29
.1

H
30
.1

H
31
.1

14-1-2
0.35mg/L
(H26.8)

1.7mg/L
(H26.8)

0.035mg/L
(H26.1)

0.10mg/L
(H26.1)

1.8mg/L
(H26.1)

0

0.2

0.4

H
22
.1

H
23
.1

H
24
.1

H
25
.1

H
26
.1

H
27
.1

H
28
.1

H
29
.1

H
30
.1

H
31
.1

22-1-2

0

0.2

0.4

H
22
.1

H
23
.1

H
24
.1

H
25
.1

H
26
.1

H
27
.1

H
28
.1

H
29
.1

H
30
.1

H
31
.1

14-2-1-2

0

1

2

H
22
.1

H
23
.1

H
24
.1

H
25
.1

H
26
.1

H
27
.1

H
28
.1

H
29
.1

H
30
.1

H
31
.1

21-6-2

0

1

2

H
22
.1

H
23
.1

H
24
.1

H
25
.1

H
26
.1

H
27
.1

H
28
.1

H
29
.1

H
30
.1

H
31
.1

B7-2

0

1

2

H
22
.1

H
23
.1

H
24
.1

H
25
.1

H
26
.1

H
27
.1

H
28
.1

H
29
.1

H
30
.1

H
31
.1

15-1-2

0

1

2

H
29
.1

H
29
.4

H
29
.7

H
29
.1
0

H
30
.1

H
30
.4

H
30
.7

H
30
.1
0

H
31
.1

26-2-2

0

1

2

H
30
.1

H
30
.3

H
30
.5

H
30
.7

H
30
.9

H
30
.1
1

H
31
.1

H
31
.3

30-2-2

0

1

2

H
30
.1

H
30
.3

H
30
.5

H
30
.7

H
30
.9

H
30
.1
1

H
31
.1

H
31
.3

30-1-2

0

1

2

H
22
.1

H
23
.1

H
24
.1

H
25
.1

H
26
.1

H
27
.1

H
28
.1

H
29
.1

H
30
.1

H
31
.1

21-7-2
0.065mg/L
(H31.1)

0.14mg/L
(H31.1)

0.17mg/L
(H31.1)

0.19mg/L
(H31.1)

0.021mg/L
(H30.12)

0.097mg/L
(H31.1)

0.063mg/L
(H31.1)

0.075mg/L
(H31.1)

0.11mg/L
(H31.1)

地下水の流向

1年以内に環境基準値の10倍(0.5mg/L）を超過した井戸

1年以内に環境基準値(0.05mg/L）を超過した井戸

環境基準値を満たしているが、対策エリアを補完するために調査・揚水する井戸

1年間以上連続して環境基準値を満たしている井戸
5

遮水壁外第2帯水層 遮水壁北側
（H31年1月）



２．濃度推移
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ウ-2
0.10mg/L
(H26.1)

1.8mg/L
(H26.1)

地下水の流向

遮水壁外第2帯水層 遮水壁北側
（H31年1月）

遮水壁北側の西端側の井戸は、工事に伴いやむなく
廃止。H26.1以降の状況が不明。

北西１エリアに代替井戸を設置し状況を把握する。

＜対策＞

代替井戸

西側（30-3-2）は現在実施中

北西１

北西１

※グラフ内の赤線：環境基準（0.05mg/L）
※×印は廃止井戸
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２．濃度推移

地下水の流向

遮水壁外第2帯水層 遮水壁北側
（H31年1月）

工事完了（H30.10）まで揚水を停止。
濃度が横ばい状態で推移している。

揚水し、傾向を把握していく。

＜対策＞

北西２
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北西２

※グラフ内の赤線：環境基準（0.05mg/L）
※×印は廃止井戸

7



遮水壁外第2帯水層 遮水壁北側
（H31年1月）

２．濃度推移

引き続き集中的に揚水を実施する。

揚水実績
30-1-2 ： 2～3㎥／日
30-2-2 ： 4～5㎥／日

＜対策＞

工事に伴い新設した井戸「26-2-2」「30-1-2」
「30-2-2」において環境基準値の10倍
(0.5mg/L）の超過がみられる。

追加対策井戸

＜追加対策井戸の必要性＞
30-1-2の西側（左側）の第3帯水層において環
境基準値の超過が確認されていることから、
第2帯水層の状況把握のため追加対策井戸を設
置する。
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北東

地下水の流向

北東

※グラフ内の赤線：環境基準（0.05mg/L）
※×印は廃止井戸
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東（嘉例川クリーンセンター周辺）

嘉例川クリーンセンター周辺の井戸「22-14-2」およ
び「22-1-2」が環境基準値付近で推移していることか
ら必要に応じて中間地点に追加対策井戸を設置する。

遮水壁外第2帯水層 遮水壁北側
（H31年1月）

２．濃度推移

東
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追加対策井戸

地下水の流向

揚水実績：0.5～1㎥／日
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＜参考＞
「22-1-2」の近傍の第3帯水層井戸である「22-1-3」
も同様に環境基準値付近で推移していることから、揚水
対策を実施しながら注視していく。

※グラフ内の赤線：環境基準（0.05mg/L）
※×印は廃止井戸
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遮水壁外第2帯水層 遮水壁北側
（H31年1月）

２．濃度推移

追加対策井戸

代替井戸
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南東（民家付近）

「22-3-2」において引き続き環境基準値の超過がみら
れるため、重点的に揚水を実施する。
今後、必要に応じて事案地に近い位置に追加対策用の井
戸の設置を検討する。

また、工事に伴い廃止したA6-3-2の周辺上流側に代替
井戸を設置し周辺の状況確認を行う。（H30設置予定）

揚水実績：2㎥／日

南東

地下水の流向

※グラフ内の赤線：環境基準（0.05mg/L）
※×印は廃止井戸

30-5-2は現在実施中

10



1,4-ジオキサン濃度コンター図

（遮水壁外第3帯水層）

H28年10月

２．濃度推移

0.05～0.1mg/L ： 861 ㎡
0.1～0.5mg/L ： 434 ㎡
北エリア総面積：1,296 ㎡

H30年12月

0.05～0.1mg/L ： 195 ㎡
0.1～0.5mg/L ： 27 ㎡
＞0.5mg/L ： - ㎡
北エリア総面積： 222 ㎡

※面積は縮小傾向

コンター図作成 対象井戸
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２．濃度推移
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地下水の流向

1年以内に環境基準値の10倍(0.5mg/L）を超過した井戸

1年以内に環境基準値(0.05mg/L）を超過した井戸

環境基準値を満たしているが、対策エリアを補完するために調査・揚水する井戸

1年間以上連続して環境基準値を満たしている井戸

※グラフ内の赤線：環境基準（0.05mg/L）
※×印は廃止井戸
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（H31年1月）



遮水壁外第3帯水層 遮水壁北側
（H31年1月）

２．濃度推移

北西１

代替井戸

地下水の流向
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<0.005mg/L
(H26.1)

目標達成井戸

遮水壁北側の西端側の井戸は、工事に伴いやむなく
廃止。H26.1以降の状況が不明。

北西１エリアに代替井戸を設置し状況を把握する。

＜対策＞

北西１

※グラフ内の赤線：環境基準（0.05mg/L）
※×印は廃止井戸

30-1-3は現在実施中 13



遮水壁外第3帯水層 遮水壁北側
（H31年1月）

２．濃度推移

H29に新設した「29-1-3」において環境基準
値の10倍以上(0.5mg/L）の超過がみられ、
かつ変動が大きい。（最大値：2.0mg/L）

集中的に揚水を実施し傾向を把握していく
とともに、モニタリング結果をもとに近傍
への揚水井戸の追加設置を検討していく。

＜対策＞

揚水実績：1.5～2㎥／日

北西２

地下水の流向

追加対策井戸
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北西２

※グラフ内の赤線：環境基準（0.05mg/L）
※×印は廃止井戸
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遮水壁外第3帯水層 遮水壁北側
（H31年1月）

２．濃度推移

「カ-３」において継続的に揚水しているが、
環境基準値を超えて推移している。

引き続き揚水し、傾向を把握していくとともに必
要に応じて上流側に追加対策井戸を設置する。

＜対策＞

追加対策井戸
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地下水の流向
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東

※グラフ内の赤線：環境基準（0.05mg/L）
※×印は廃止井戸

揚水実績：1.5～2㎥／日
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揚水実績：3～4㎥／日

２．濃度推移
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南西

環境基準値付近で推移している井戸が存在することか
ら、状況を見ながら各井戸で揚水を実施していく。

南西

※グラフ内の赤線：環境基準（0.05mg/L）
※×印は廃止井戸遮水壁外第3帯水層 遮水壁北側

（H31年1月）

地下水の流向
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遮水壁内廃棄物層

２．濃度推移

H26年2月 H30年12月

加重平均濃度

0.21mg/L

加重平均濃度

1.03mg/L 17



H26.2時点の加重平均濃度が高いエリ
ア（赤枠部分）でH30.3から注水・揚水
（約２０㎥／日）を実施

全体的に濃度が低下
（全井戸で0.5mg/L以下を達成）

遮水壁内廃棄物層の浄化の進捗状況

H30.12から注水・揚水停止

H30.1の測定結果から、全体的に廃棄
物層からの再溶出の影響は見られな
かった
※採水できたW井戸19本のうち、濃度上
昇は「W6 （0.14mg/L→0.58mg/L）」 1本
のみ

引き続き注水・揚水を停止した状態で廃
棄物層からの再溶出の影響の有無を
確認していく
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平成24年2月

遮水壁内下部帯水層の浄化の進捗状況

H24.2時点で比較的高濃度であっ
た「LG6」「LG14」を揚水井戸に設
定している。

濃度は低下傾向にあるものの、
降雨が少ない月はLG層の水位
が低下し揚水できないことがある

＜今後の対応方針＞
工事に伴い廃止した井戸の代替井戸を設置
し、状況を把握するとともに、必要に応じて揚
水対策を実施する。
また、濃度低下に鈍化がみられる場合は下
部帯水層への注水を検討する。

揚水実績：3㎥／日
19

代替井戸
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廃棄物撤去エリアの４本は現在実施中



３．まとめ

<遮水壁内＞
廃棄物層 廃棄物残置エリアは全体的に濃度が低下し、加重平均濃度は管理値（0.5mg/l）以

下で推移している。揚水・注水を停止した状態で廃棄物層からの再溶出の影響の有
無を確認していく。

下部帯水層 ＜廃棄物掘削エリア＞
工事に伴い廃止した井戸の代替井戸を設置（H30.2予定）して状況を把握するとと
もに、必要に応じて揚水対策を実施する。

＜廃棄物残置エリア＞
エリア南東側に代替井戸１本を設置してエリア全体の状況を把握するとともに、引
き続き揚水対策を実施していく。

＜遮水壁外＞
工事に伴い廃止した井戸の代替井戸を設置して濃度状況を確認し、必要に応じて揚
水対策を実施する。
北側遮水壁沿い等の井戸が環境基準値を超過しているため、重点的に揚水対策を実
施するとともに、必要に応じて追加対策井戸を設置する。
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